
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（ 人吉高等学校定時制課程 ） 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
教育綱領「礼節」「勤労」「進取」のもと、人吉・球磨地域にある普通科の定時制の高校とし

て、多様な個性・価値観を認め合い、豊かな情操と道徳心を養うとともに郷土への熱い思いをも
って活躍し、人吉・球磨地域の復興と発展を支える人材を育成します。そのため、多様な生徒の
学習形態に対応した教育活動の実践や、進路実現に向けた勤労観・職業観など、身につけるべき
資質・能力の確実な定着を図り、その能力を最大限に引き出すことができる教育を目指します。
今後は、ＩＣＴを積極的に活用しながら学習活動を進めるとともに、地域理解と自己理解を目指
す探究学習を通して、人吉・球磨地域を中心とした地域振興に積極的に取り組むために必要な力
を育てる、特色ある学びを展開します。 

 

２ 本年度の重点目標 
熊本県教育委員会から示された「令和７年度（２０２５年度）県立中学校・高等学校における

教育指導の重点」の趣旨に沿い、全職員が一丸となり、本校定時制に学ぶ生徒たちの現状を踏ま
え、以下の項目の実現に努める。 
（１）授業改革・確かな学力の育成（２）生徒指導・生徒支援の充実・基本的生活習慣の確立 
（３）キャリア教育の推進・進路指導の充実（４）学校行事の活性化（５）業務改善・生徒と向
き合う時間の確保・働き方改革の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小 項 目 

学校 
経営 
 

学校経営方
針 
 

学校組織の円
滑な運営と活
性化 

スクール・ミッ
ションの内容
と本校の課題
が共有され、課
題解決に向け
た共通実践が
行われている
状態 

①スクール・ミッ
ションに照らし合
わせた行事ごとの
振り返りを学期ご
とに検討し、改善
案を次年度の実施
要項等に反映させ
る。 
②各部会の課題や
検討内容を、週に
１回開催する部長
会で情報共有し、
チームとして対応
できる職員集団を
形成する。 

Ａ ①スクール・ミッシ
ョンについては職員
会議で繰り返し確認
し、全職員で共有し
ながら業務を進める
ことができた。行事
ごとの振り返りを学
期ごとに行い、次年
度への引継ぎ資料を
作成することができ
た。 
②部長会で主任・主
事の情報共有と各分
掌の連携を深めるこ
とができた。 

魅力ある学
校づくり 

魅力化と情報
発信 

本校の魅力に
ついて、広く
認識された状
態 

①人定便りを毎月
発行し、ホームペ
ージへの掲載や学
校説明会等での配
付を行う。また、
ホームページのブ
ログ（楽しくＮｉ
ｇｈｔ）を行事後
１週間以内に更新
し、本校の教育活
動や特色を校内外
に発信する。 
②総合的な探究の
時間や生徒会行事
を中心として地域
と連携した教育活
動をさらに充実さ
せる。 

Ｂ ①各種通信を通して
生徒の様子を発信す
ることができた。実
践発表会では、定時
制の教育活動につい
て動画を作成し、発
表した。行事や生徒
の活動を定期的にホ
ームページに掲載し
た。学校評価アンケ
ートにおいて、適切
な情報発信の項目に
ついて「あまりあて
はまらない」と回答
した生徒がいた。学
校からのお知らせ等
さまざまなツールを
使って情報を提供し
ていきたい。 
②総合的な探究の時
間では、進路に応じ
た探究分野を地域の
中から見出して活動
を行った。生徒会行



事で地域理解の時間
を設けることができ
た。企業見学におい
て、今年度は地元ス
ーパーにおけるＡＩ
活用や人吉市役所内
を見学した。今後も
地域と連携した教育
活動を計画していき
たい。 

業務改善 
働き方改革 

生徒と向き合
う時間を確保
するための工
夫 

校務の削減等
が進み、職員
の時間外勤務
時間が法令で
定められた上
限の範囲内と
なった状態 

①ＩＣＴ機器の活
用により、さらに
ペーパーレス化を
進め、業務の効率
化を図る。 
②ＳＨＲ等におい
て担任・副担任の
連携を強化し、業
務の平準化・効率
化に取り組む。 

Ａ ①会議資料のデータ
化及び各種アンケー
ト等のＩＣＴ活用に
より、業務の効率化
とペーパーレス化を
さらに進めることが
できた。定時退勤に
対する職員の意識も
高まり、時間外勤務
時間は月平均８時間
２６分と、法令で定
められた上限を大き
く下回っている。 
②教職員の連携はと
れているものの、業
務の偏りがややある
ため、業務の平準化
に向けたさらなる取
組が必要である。 

学力 
向上 
 

授業改革 
 
 

授業の改善 
 
 

主体的で対話
的な学びの実
践をすること
で生徒が意欲
的に授業に参
加している状
態 

①一人一台端末等
のＩＣＴ機器を活 
用し、生徒が対話
をしながら「学び 
の楽しさ」や「学
びの意義」を感じ 
「達成感」を味わ
う魅力ある授業づ 
くりに取り組む。 
②ＩＣＴの活用等
テーマを絞った研
究授業と合評会の
実施、研修会等に
参加し、授業力の
向上及び改善に取
り組む。 

Ｂ   ①教師のＩＣＴ機器
利活用の意識が高ま
り、様々な取組が見
られた。工夫された
授業づくりが多くで
きるようになってき
ている。 
②共通テーマを設定
し、公開授業や研究
授業を行った。教師
一人一人の授業力向
上及びＩＣＴ機器活
用に向けての取組を
実施することができ
た。 

確かな学力
の育成 
 

個に応じた学
習指導 

生徒一人一人
の学習面にお
ける課題や習
熟状況を把握
し、個に応じ
た学習指導が
なされている
状態 

①各教科で個に応
じた学習指導を実 
践するため、生徒
一人一人の課題 
や習熟状況に応じ
た教材づくり等を 
行う。 
②月に一度、算数
・数学のやり直し
の時間を設定し、
生徒一人一人の基
礎学力の向上を図
る。 
 

Ａ ①丁寧な机間指導や
少人数を生かした対
話的な授業を実践し
ていくことで、意欲
的な学習態度を引き
出し、生徒に応じた
助言をしたり、課題
づくりを行ったりす
ることができた。 
②算数、数学のやり
直しの時間「ベーシ
ックブースト」を設
定した。生徒のほと
んどが熱心に取り組
む姿が見られた。数
学、理科などで必要
な事前の知識・技能
を身に付けた生徒が
増えたように思われ
る。次年度は国語の 



      やり直しの時間を追
加する形で継続して
いきたい。 

指導と評価の
一体化 

学習評価の
あり方につ
いて工夫・改
善がみられ
る状態 

①観点別評価につ
いてルーブリック
を作成するなど、
評価基準を分かり
やすく確認できる
ようにする。 
②個に応じた適切
な評価の在り方を 
研究し実践する。 

Ｂ ①観点別評価が本格
的に始まってから４
年目となり、各教科
でルーブリックなど
の基準づくりが進ん
できている。 
②評価の妥当性につ
いては検討の必要が
あると感じている。 
 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア教
育の充実 

基礎的・汎用
的能力の育成 

年次に応じた
将来展望と実
現に向けて、
客観的な視野
を持ち、主体
的に取り組め
る状態 

①生徒との面談を
通し、生徒の進路
希望を把握した上
で、発達段階に応
じたキャリア教育
を考察し、実践す
る。 
②個々の進路希望
に応じて本校の個
別支援プログラム
である「人定アド
バンスプロジェク
ト」を企画、実施
する。 

Ｂ ①卒業学年に関して
は、前年度からの活
動を保護者と連携し
て充実することがで
きた。ハローワーク
や外部機関と連携し
ながら進路指導を進
めた。他の学年にお
いては、基礎力診断
テストを用いた全職
員による進路検討会
を実施し、一人一人
の生徒について分析
し、教科指導や進路
指導に生かした。 
②卒業学年について
は、個別指導プログ
ラムを作成し、計画
通りにプログラムを
遂行することができ
た。 

探究活動の充
実 

探究活動を通
して、自らの
将来を考え、
進路選択や卒
業後の生活に
活かされる状
態 

①昨年度から実施
している、進路希
望を意識した地域
探究活動、「人定
郷義館プロジェク
ト」をさらに充実
させ、発展的なプ
ログラムを構築す
る。 
②リフレクション
カードの活用やワ
ークシートの活用
を通じて、計画的
な探究活動をサポ
ートする。 

Ｂ ①１年生は「地域理
解」をテーマに探究
活動を実施し、地域
理解が深まった。２
年生以上は探究をし
たい分野ごとにゼミ
を組織し、卒業予定
者は成果発表、卒業
予定者は中間発表と
いう形で準備を進め
た。昨年度から取り
組んだ活動で、昨年
よりも仮説を立てて
探究することが浸透
した。次年度、より
充実した活動にした
い。②リフレクショ
ンカードを探究活動
に導入し自己理解や
相互理解を深めた。 

進路目標の
達成 
 

進路指導体制
の構築 

すべての生徒
の環境を把握
し、卒業予定
者の状況が考
慮された進路
実現がなされ 

①外部の機関、保
護者、事業所との
連携を図り、生徒
の状況を考慮しな
がら進路希望を実
現する。 

Ｂ ①生徒の希望する進
路先の事業所や学校
と連絡を密にとり、
希望する進路の達成
に努めた。 
②支援が必要な生徒 



   る状態 ②生徒の特性や適
性に応じながら、
キャリア教育を意
識した個別プログ
ラムを構築する。 

 に関しては、ハロー
ワークや外部機関と
の連携、保護者を含
めた面談、職場見学
を実施した。 

生徒 
指導 
 

個性の伸長 
 

生徒理解の深
化 

生徒の特性や
能力、可能性
などが把握さ
れ、尊重され
た状態  

①あらゆる機会を
捉えて、生徒の特
性や能力等を見い
だすことに努め、
生徒が能力を発揮
し、伸ばす機会を
設定する。 
②職員の間で生徒
情報の交換、共有
する機会を、年間
を通じて設定し、
生徒の可能性を伸
ばす手立てを講じ
る。 

Ｂ ①文化祭（人定祭）
や生徒会行事など生
徒が個性を発揮でき
る場面を設定するこ
とができた。それら
の活動を通して、多
くの生徒が充実感や
達成感を味わうこと
ができた。今後、全
ての生徒にとって教
育活動がより主体的
なものとなるために
より生徒理解に努め
適切な場面や課題の
設定に取り組む。 
②週に１回、全職員
による生徒情報連絡
会を実施することが
できた。入力シート
を刷新したことで、
よりスムーズに情報
共有を行うことがで
きた。共有した情報
を生徒に対する支援
や指導に効果的に生
かすことができた。 

自己指導能
力の育成 
 

自己肯定感の
高揚 

生徒の自己肯
定感が高まっ
た状態  

①生徒のよさを見
いだし、認め、褒
め、励ます教育実
践に努める。 
②一人一人の生徒
に応じて適切な課
題を設定し、スモ
ールステップで課
題を乗り越え、多
くの成功体験を積
むことができるよ
うに支援する。 

Ｂ ①生徒の日頃の様子
などの情報を職員間
で共有し、連携して
生徒の教育活動の充
実に取り組むことが
できた。 
②授業や学校行事、
生徒会活動の中でＩ
ＣＴ機器等を積極的
に活用することで、
生徒に個別の課題を
設定することができ
た。 

自己決定力の
育成 

生徒が自己実
現に向けて前
進している状
態 

①様々な教育活動
の場面で、生徒が
自ら選択する機会
を設ける。 
②対話の機会の設
定や、ＩＣＴ機器
を活用した活動を
取り入れることで
生徒が主体的に生
徒会活動を行うこ
とができるよう支
援する。 

Ｂ ①文化祭（人定祭）
や生徒会行事等にお
いて、生徒たち自ら
が自身の役割を考え
組織で活動する機会
を設けることができ
た。 
②ポスターやスライ
ド作成などにおいて
Canva等の活用やド
キュメントソフトの
活用によって、生徒
一人一人が主体的に
取り組む活動を設け
ることができた。多
くの生徒が学校行事
等に主体的に取り組
むことができたがア
ンケート結果では生
徒の一部は「あまり
できていない」とい



う回答があるため、
一層生徒理解を深め
場面設定や課題設定
を適切に行う必要が
ある。 

人権教
育の推
進 

人権を尊重
する意識の
高揚 

教科指導・Ｈ
Ｒ指導におけ
る取組の推進 

教職員みずか
ら人権につい
ての認識を深
めて実践する
ことで、生徒
が人権につい
ての正しい理
解と認識を身
につける状態 

①生徒に向けての
人権教育ホームル
ームや講演会につ
いては、より深い
人権に関する認識
を得るために、事
前に職員研修の機
会を設ける。 
②教材研究を行う
上で、各教材に込
められた人権問題
を読み取り、授業
を展開するように
心がける。 

Ｂ ①講演会や職員研修
で話を聞いたり職員
同士で意見交換をし
たりする中で、人権
問題について認識を
深めた。 
②各教科において人
権問題を意識した授
業を展開している。
今後は各教科でどの
ように取り組んでい
るか情報を共有し、
検討する機会を設け
たい。 

「命を大切
にする心を
育む」指導 

生命を尊重す
る意識の高揚 

命の大切さや
環境保全など
について指導
し、人権尊重
やいじめ防止
の教育におい
て、さまざま
な学習方法
で、意識を高
める状態 

①自己有用感や自
己肯定感の高揚を
図るため、面談等
においては、生徒
の意見を肯定的に
とらえ、将来に対
して夢がもてるよ
うな指導を行い、
各自の進路保障に
つなげる取組を行
う。 
②授業において、
身近なことを課題
として設定するこ
とで自らのことと
して捉え、積極的
な課題解決を行う
ことで、自己肯定
感を培う。 
③生徒の心身の状
態を把握するた
め、年に３回、心
とからだのアンケ
ートを実施する。 

Ｂ ①人権教育講演会や
心のきずなを深める
ＬＨＲ、面談等を実
施し、自己有用感や
自己肯定感の高揚を
図り、各自の進路保
障につなげるように
取り組んだ。 
②各教科での授業や
合同ＳＨＲにおいて
自らのこととして捉
え、取り組む様子が
見られた。 
③年に３回、心と体
の振り返りシートや
心のアンケートを実
施し、生徒の心身の
状態を把握するよう
に努めた。生徒に課
題が見つかった場合
すぐに対応できるよ
うに検討していきた
い。 

いじめ
の防止
等 

いじめの早
期発見 
 

いじめの認知
と対処 

日頃からの生
徒との信頼関
係の構築に努
め、生徒の変
化について、
常に情報交換
ができる状態  
 

①各担任による面
談に加え、各部に
よる面談（年６
回）を行い、生徒
からの情報を共有
することにより、
早期対応を行う。 
②定期的に生徒情
報連絡会を開催
し、生徒の状況を
共有し、全職員で
生徒を見守る環境
をつくる。 

Ａ ①担任や各部の面談
に加え、給食の時間
や生徒会行事では職
員も参加しレクリエ
ーションに取り組む
など生徒が気軽に職
員と交流する時間を
作ることができた。
いじめに関するアン
ケートでも問題とな
るような事案はなか
った。いじめの認知
件数は０件だった。 
②毎週金曜日に生徒
情報連絡会を欠かさ
ず実施し、生徒に関
する情報を全職員で
共有した。 

いじめの未
然防止 
 

望ましい人間
関係づくり 

全校集会や学
級活動におい
て日常的にい

①生徒会で「いじ
めゼロ宣言」を前
期と後期にそれぞ

Ａ ①生徒会で「いじめ
ゼロ宣言」の宣言項
目を制定し、全生徒



じめ問題につ
いて触れ、い
じめを許さな
い雰囲気をつ
くる状態  

れ制定し、月に１
度、合同ＳＨＲの
時間を利用して、
定期的に周知徹底
する。  
②「心のきずな月
間」において全生
徒を対象に、仲間
づくりを目的とす
る取組を実施す
る。 

で共有することがで
きた。生徒会役員を
中心に全生徒で唱和
する機会を設けるこ
とができた。 
②自己理解、他者理
解を深めることを通
した仲間づくりのた
めの授業に全生徒で
取り組み、学年を超
えた交流ができた。 

地域連
携（コ
ミュニ
ティ 
・スク
ールな
ど） 

社会に開か
れた学校づ
くり 

総合型コミュ
ニティスクー
ルの推進 

総合型コミュ
ニティースク
ールとして、
特に定時制の
学校として地
域に求められ
ていることの
明確化と解決
策が示された
状態  

①進路学習や総合
的な探究の時間、
生徒会活動におい
て、地域との連携
を意識した活動を
行う。  
②学校運営協議会
を通した課題の把
握とその解決に取
り組む。  
 
 
 
 
 
③学校ホームペー
ジを頻繁に更新す
ることで、教育活
動を積極的に外部
へ発信していく。  

Ａ ①学年でテーマに応
じた探究活動ができ
た。進路講演会を通
して、おくんち祭り
について詳しく学習
できた。 
②学校運営協議会で
においては、特に課
題は出なかったが、
講演会等では、地域
の方を講師としてお
招きし、生徒たちが
地域に貢献できるこ
とを考える機会を確
保した。 
③生徒の活動の様子
を随時ホームページ
に掲載し、外部に発
信した。 

保護者との連
携 

保護者の学校
活動への理解
と積極的な参
加が行われて
いる状態  
 

①秀麗会役員への
電話連絡や「すぐ
ーる」を活用し、
密に情報提供を行
うことで各種行事
への保護者の積極
的な参加を促す。  
 
 
②秀麗会役員、保
護者として具体的
に何ができるかを
示すことで参加し
やすい環境づくり
を行う。  

Ｂ ①「すぐーる」を活
用し、各種行事の案
内を行った。人定祭
などの行事への保護
者参加は見られたが
講演会の保護者参加
はなかった。公開授
業は保護者の参加が
あった。 
②来年度は学校行事
の連絡を早めに計画
し、保護者が参加で
きる環境づくりを行
いたい。 

 
 
４ 学校関係者評価 
（１）学校経営 
 ・学校がスムーズに運営されるためには、先生方の共通理解・連携が大切である。今後とも一

丸となって教育活動に取り組んでいただきたい。 
 ・定時制という不規則な勤務時間の中、時間外勤務時間の削減に取り組まれ、成果が着実に上

がっていると思う。職員全員で生徒の指導にあたるという姿勢で、業務の偏りを少しでも解
消していくことを期待する。 

 ・探究の分野が地域において広がりを見せていると思う。地元産業は卒業生も多数いるので、
今後が期待される。 

 ・先生方の働き方改革へ向けた取り組みにおける成果が確認できた。管理職の先生方からのご
指導が行き届いている結果であると感じる。 

（２）学力向上について 
 ・ＩＣＴ機器を活用した授業、生徒が主体的に取り組む授業、丁寧な机間指導や対話的な授業

が行われており、そのことが生徒との信頼関係につながっていると思う。ただ、生徒へのア
ンケートの結果で肯定的意見が少ないのが気になる。 

 ・個に応じた学習指導の充実に向けて工夫改善しながら取り組まれている様子がうかがえる。 



 ・ベーシックブーストはよい取り組みであると思う。ネーミングセンスがいい。学びの足腰が
強化されると思う。 

（３）キャリア教育（進路指導）について 
 ・基礎力判断テストを用いた全職員による進路検討会、個別指導プログラム、探究したい分野

ごとのゼミなど、さまざまな取組が行われていて大変良いと思う。 
 ・進路目標の達成に向け、支援が必要な生徒に対するきめ細やかな対応ができていて良いと思

う。 
 ・卒業学年については充実した結果でよかったと思う。支援が必要な生徒は時間の制約がある

中ではあるが、引き続き指導をお願いしたい。 
 ・適宜適切な指導が行き渡っていると感じる。アンケート結果から先生方の生徒へ対する情熱

を強く感じた。 
（４）生徒指導について 
 ・人定祭（文化祭）や生徒会行事等をとおして、生徒が個性を発揮する場面を設けることが、

生徒の成長に大きな影響を与えるものと思う。生徒の学校行事の取組に関する肯定的な意見
がなぜ少ないのか気になる。 

 ・週に１回の全職員による生徒情報連絡会は、生徒を理解し、指導に生かすうえで大変重要だ
と思う。 

 ・ＩＣＴ機器の活用で、生徒の活躍方法が広がっていてとても良いと思う。顔が見える、目が
届く少人数の中で、どのような活用の方法があるのか、デジタルネイティブたちの方から出
てくるかもしれない。期待したい。 

 ・細やかな指導が行われていると感じる。生徒の思いを汲み取りながら、生徒の自律を促す指
導が行われている。 

（５）人権教育の推進について 
 ・人権教育の推進のためには、生徒の自己有用感や自己肯定感を高めることが大切だと思う。

先生方が共通理解を図りながら地道に指導を続けていかれることを期待する。 
 ・授業、各教科での人権問題の意識、身近なことの中での課題設定は大切なことだと思う。心

とからだのアンケート、引き続きの取組をお願いしたい。 
 ・教育計画に沿った適切な推進ができていると感じた。 
（６）いじめの防止等について 
 ・いじめ問題の完全な解消は大変困難である。今後も生徒会の取組をはじめ先生方の指導によ

って、いじめのない人高定時制であってほしいと願っている。 
 ・少人数を最大に活かし、仲間づくり、自己理解・他者理解の機会づくりができていることは

素晴らしいと思う。これが自己肯定感に繋がると思う。 
 ・いじめは許さない強い姿勢を感じる。また生徒への細やかな配慮がされており、いじめの解

消と防止、生徒へのケアと一連での方針が確認できた。 
（７）地域連携について 
 ・ホームページの更新が意欲的に行われており、大変良いと思う。 
 ・人定祭（文化祭）や公開授業などの行事に保護者が参加されることは良いことである。保護

者に少しでも学校に来ていただき、子供の学校での姿を見ることは大切なことだと思う。 
 ・すぐーるの活用はこれからだと思う。保護者の方々も目に入りやすくなったので、次は行っ

てみようとなるかもしれない。期待したい。 
 ・各種活動及び課題と成果が確認できた。 

 

５ 総合評価 
（１）学校経営について（「働き方改革」への取組も含む） 

 「学校経営方針」に関しては、部長会を毎週設定し、主任・主事の情報共有と各分掌の連携を
図ることにより、教育活動の組織的な実施につなげた。「魅力ある学校づくり」は、今年度もホ
ームページや地元新聞、各種通信等を通して、生徒の様子を発信した。また、総合的な探究の時
間や生徒会行事、キャリア教育等さまざまな教育活動において、地域との連携を実践した。「業
務改善・働き方改革」は、ＩＣＴ機器も活用しながら業務の効率化を進め、定時退勤に対する職
員の意識も高まり、時間外勤務時間は昨年度と同様に法令で定められた上限を大きく下回った。 
（２）学力向上について 
 学校評価アンケートでは「ＩＣＴの活用等、わかりやすい授業の工夫がされ、意欲的・主体的
に参加できる授業が行われている」という項目で、「あまりあてはまらない」と回答した生徒が
いた。さまざまな工夫を行った授業実践に各教科で取り組んでいるが、生徒が意欲的・主体的に
参加できるまでには至っていない。個々の状況を踏まえ、さらにアプローチの仕方を今後考えて
いく必要がある。 
（３）キャリア教育（進路指導）について 
 「基礎的・汎用的能力の育成」では、卒業学年への対応は外部機関と連携しながら十分にでき
た。他の学年においても、基礎学力診断テストを用いた全職員による進路検討会を実施し、教科
指導や進路指導に生かすことができた。卒業予定者全員の進路を決定することができた。 
（４）生徒指導について 
 「個性の伸長」に関して、生徒理解に力を入れ、週に一回の生徒情報連絡会において、全職員
で生徒の状況を把握し共有しながら適切な指導ができるように努めている。また、学校行事では
生徒が個性を発揮し、生徒自らが考える機会を設けることができ、毎回実施した生徒対象の振り



返りアンケートにおいては、多くの生徒が達成感を味わうことができていた。しかし、生徒対象
の学校評価アンケートの「学校行事への主体的な参加」において、否定的な意見があったため、
来年度はさらに生徒が主体的に参加できる行事を目指したい。 
（５）人権教育の推進について 
 全教科、全領域において、人権教育につながる指導を行うことができた。今年度は、職員がよ
り深い人権に関する認識を得るために、講演会や職員研修において、話を聞いたり職員同士で意
見交換を行ったりした。生徒に対しては、今後、授業や講演会で学んだことを実践する場の提供
を行っていきたい。 
（６）いじめの防止等について 
 「早期発見」については、年に３回行う心のアンケートのほか、定期的な面談の実施で生徒の
状況を把握し、毎週実施している生徒情報連絡会において、職員間で情報を共有することができ
た。「未然防止」については、生徒による「いじめゼロ宣言」など啓発活動を行っており、全生
徒で復唱する機会を度々設けることができた。いじめの認知件数は０件であったが、今後も生徒
会の取組をはじめ職員のきめ細やかな指導によって、いじめのない学校づくりに取り組んでいき
たい。 
（７）地域連携（コミュニティ・スクール）について 
 人定祭（文化祭）などの学校行事や公開授業への保護者の参加が見られた。保護者との連携に
ついては、生徒会行事を含め、様々な行事や講演会等で保護者の方々が参加しやすい環境づくり
を引き続き行っていきたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
【課題１】 
総合的な探究の時間の充実と地域連携 

【改善方策】 
昨年度の反省を生かして、評価の方法等に工夫を凝らし、探究の内容の充実に努めたが、個人

に差が見られる。ゼミにおける担当教職員との対話を重視し、それぞれの探究テーマを深められ
るようサポートしたい。また、地域の課題に関する内容も多く見られるため、地域に足を運んで
探究する時間も確保したい。 
【課題２】 
自己有用感や自己肯定感を高める場面設定と課題設定 

【改善方策】 
 引き続き、自己理解・他者理解を促すようなＬＨＲや講演会を行い、学校行事や生徒会活動を
とおして生徒全員が達成感や充実感を味わえる場面設定や課題設定を行っていく。次年度は生徒
の主体性を意識して取り組みたい。 
【課題３】 
保護者の学校行事への参加 

【改善方策】 
 行事や講演会ごとに保護者へ参観の案内等を行っているが、特定の保護者の参加にとどまって
いる。人定祭（文化祭）や生徒会行事で、生徒と保護者がともに活動できる内容を検討していき
たい。 

 
 


